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１． 環境認識

2



普通倉庫２１社統計 入庫高
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データ出典 ： 社団法人 日本倉庫協会 3



普通倉庫２１社統計 保管残高
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データ出典 ： 社団法人 日本倉庫協会 4



特積貨物輸送トン数
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データ出典 ： 国土交通省 トラック輸送情報 5



コンテナ取扱本数（京浜港）輸出入合計
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データ出典 ： 東京都港湾局 港湾統計 、 横浜市港湾局 横浜港の統計 6



コンテナ取扱本数（京浜港）前年同月比
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データ出典 ： 東京都港湾局 港湾統計 、 横浜市港湾局 横浜港の統計 7



国際航空貨物取扱量 輸出入合計
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データ出典 ： 社団法人 航空貨物運送協会 8



国際航空貨物取扱量 前年同月比
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データ出典 ： 社団法人 航空貨物運送協会 9



空室率
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13年12月 14年3月 14年6月 14年9月 14年12月 15年3月 15年6月 15年9月

東京ビジネス地区 7.3% 6.7% 6.5% 5.7% 5.5% 5.3% 5.1% 4.5%

横浜ビジネス地区 8.8% 9.3% 9.4% 9.0% 8.4% 8.1% 7.7% 7.1%

0.0%

データ出典 ： 三鬼商事株式会社 市況・データ情報 10



募集賃料相場（円／坪）

¥24,000

¥18,000

¥21,000

¥12,000

¥15,000

¥6 000

¥9,000

,

¥3,000

¥6,000

13年12月 14年3月 14年6月 14年9月 14年12月 15年3月 15年6月 15年9月

東京ビジネス地区 ¥16,207 ¥16,325 ¥16,607 ¥16,805 ¥16,953 ¥17,195 ¥17,401 ¥17,594

横浜ビジネス地区 ¥10,553 ¥10,513 ¥10,491 ¥10,471 ¥10,422 ¥10,415 ¥10,491 ¥10,519

¥0

データ出典 ： 三鬼商事株式会社 市況・データ情報 11



２． ２０１６年３月期 第２四半期（上期）の実績
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当社業績

単位 百 円

前年同期対比 連結 前年同期比

前期上期 今期上期 増減額 増減率

単位：百万円

営 業 収 益 １８，３５３ １９，３３６ ９８３ ５．４%

営 業 利 益 １，１２４ ９６８ ▲１５６ ▲１３．９%

経 常 利 益 １ ２０６ １ １３６ ▲７０ ▲５ ８%経 常 利 益 １，２０６ １，１３６ ▲７０ ▲５．８%

親会社株主に帰属する
四 半 期 純 利 益

８３１ ５７９ ▲２５１ ▲３０．３%

売 上 高 営 業 利 益 率 ６．１% ５．０% ▲１．１% ▲１８．０%

四半期純利益／株（円） ２７．３９ １９．０９ ▲８．３ ▲３０．３%

期初予想対比 連結 期初予想比

今期上期
期初予想

今期上期
実績

増減額 増減率

営 業 収 益 １９，６００ １９，３３６ ▲２６４ ▲１．３%

営 業 利 益 ７００ ９６８ ２６８ ３８．３%

経 常 利 益 ８５０ １ １３６ ２８６ ３３ ７%経 常 利 益 ８５０ １，１３６ ２８６ ３３．７%

親会社株主に帰属する
四 半 期 純 利 益

２００ ５７９ ３７９ １８９．５% 13



営業収益の主な変動要因

19,336高木工業物流

単位：百万円新規及び既存
取引拡大
＋１，０４５

の通期寄与
＋１，３７０

18,353
契約終了
条件変更
取扱減少等
▲８７２

大型工事の

再開発に伴う
不動産賃貸料等

の減少
▲１００

受注減少
▲４６０

2015年3月期
上期実績

2016年3月期
上期実績

14

上期実績 上期実績



営業利益の主な変動要因

1,124 物流系関係会社

単位：百万円再開発による賃貸料減少や
大型工事受注減少等

▲４０

保管料、物流賃貸料
等の減少
▲１２７

物流系関係会社
の利益減少

▲４０

968
修繕費の増加等

▲５４

作業料・陸運料
等の増加
＋１０５＋１０５

2015年3月期
上期実績

2016年3月期
上期実績
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上期実績 上期実績



営業収益推移百万円

業績推移
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2016年3月期
上期



セグメント別営業収益

内部取引

単位：百万円

不動産事業
内部取引

消去▲２２８
不動産事業
３，２７９
（17.7%）

内部取引
消去▲２１６

不動産事業
２，７１９
（13.9%）

消去▲２２８

物流事業
１５，２９０

営業収益
１８，３５３

物流事業
１６，８４５
（86.1%）

営業収益
１９，３３６

１５，２９０
（82.3%）

（86.1%）

平成27年3月期 分類 2 28 282015年3月期 2016年3月期
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平成27年3月期

第2四半期累計

分類 2 28 282015年3月期
上期実績

2016年3月期
上期実績



セグメント別営業利益

単位：百万円

不動産事業
９３０ 不動産事業９３０

（46.5%）

動産事業
８８９

（48.3%）

物流事業
１，０７１
（53.5%）

物流事業
９５１

（51.7%）

平成27年3月期 282015年3月期 2016年3月期
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第2四半期累計2015年3月期
上期実績

2016年3月期
上期実績



連結財政状態

総資産 純資産 負債

49 169

単位：百万円■総資産 ■純資産 ■負債

114 566 105 255

49,169
45,448

114,566

65,396

105,255

59,806

分類 1 分類 2 分類 3 分類 4前期末
（2015年3月31日）

今期上期
（2015年9月30日）（2015年3月31日） （2015年9月30日）

主な要因

総資産：投資有価証券の時価評価減少（▲８，８１２百万円）

負 債：繰延税金負債の減少（▲３，２７４百万円）
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純資産：有価証券評価差額金の減少（▲５，９６９百万円）



営業収益科目別対比表物流事業

単位：百万円

保管料

前期上期 今期上期

倉庫作業料

前期上期 今期上期

3 274 3 6763,002 2,852 3,274 3,676

顧客の入れ替えなどにより前期比減収 キッティングの受注拡大や既存顧客の取
引拡大などにより前期比増収
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物流事業 営業収益科目別対比表

単位：百万円

陸運料

前期上期 今期上期

国際貨物取扱料

前期上期 今期上期

4 412
5,545

4,412
2,812 3,098

高木工業物流の通期寄与や既存顧客の
取引拡大などにより前期比増収

中国における受注拡大や航空貨物の取
扱増加などにより前期比増収
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物流事業 営業収益科目別対比表

単位：百万円

物流賃貸料

前期上期 今期上期

その他（物流）

前期上期 今期上期

864 855 917 811
既存顧客の値下げの影響などにより前期
比減収

梱包作業や部材管理の受注減少などによ
り前期比減収
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施設面積推移物流事業

所有 賃借

500,000
411千㎡

431千㎡
（130千坪）

438千㎡
（132千坪）

443千㎡
（134千坪）

439千㎡
（132千坪）

㎡

102千㎡
112千㎡

96千㎡ 100千㎡ 97千㎡400,000
（124千坪）

（130千坪）

200 000

300,000

309千㎡ 318千㎡ 342千㎡ 342千㎡ 342千㎡

100,000

200,000

0

,

2012年3月 2013年3月 2014年3月 2015年3月 2015年9月2015年9月2012年3月 2013年3月 2014年3月 2015年3月 2015年9月
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物流事業 トピックス －１－

◆名称

安田物流（上海）有限公司の稼動
◆名称
安田物流（上海）有限公司

◆目的◆目的
中国国内での物流事業の強化

◆所在地◆所在地
上海市青浦区青浦工業園区新団路518号

◆事業内容◆事業内容
倉庫業、中国国内のﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞ業務

◆資本金
7,500万元

◆営業開始日
2015年9月1日2015年9月1日

24

（運営中の上海・青浦区の倉庫）



物流事業 トピックス －２－

福岡県に倉庫用地取得

・所在：福岡県三井郡大刀洗町
・面積：約5,000坪
・筑後小郡インターから約2km

ＯＣＲ（文字認識）ﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙの活用

25
OCRﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙ 数字や文字の認識が可能

※ﾊﾞｰｺｰﾄﾞが不要



トピックス －３－物流事業

１．新規取引の開始

析装 保管 送 務 島（１）分析装置などの保管／配送業務 ・・・ 平和島営業所

（２）大型印刷機の保管／配送業務 ・・・ 守屋町営業所大黒町倉庫

（３）上下水道関連製品の保管／配送業務 ・・・ 厚木営業所

（４）健康家電の保管／配送業務 ・・・ 大阪営業所

（５）家電の保管／配送業務 ・・・ 北海安田倉庫

２．既存取引の拡大

（１）医薬品の保管／配送業務 ・・・ 茨木営業所

・・・・などなど
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営業収益科目別対比表不動産事業

単位：百万円

不動産賃貸料

前期上期 今期上期

その他（不動産）

前期上期 今期上期

2,001 1,944
1,068 552

既存顧客の値下げや再開発に伴う顧客の
退去などにより前期比減収

大型工事の受注減少などにより前期比
減収
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トピックス －１－不動産事業

横浜市神奈川区鶴屋町再開発
◆所在地
横浜市神奈川区鶴屋町（横浜駅西口から徒歩３分）

◆敷地面積
約502坪

◆施設構成
ホテル、商業施設

建物規模◆建物規模
地下1階、地上13階

◆延床面積◆延床面積
約3,023坪
（ホテル部分約2,187坪
商業施設部分約618坪）

28

商業施設部分約618坪）

（イメージ図）



設備投資・借入金

前期 期 今期 期 増減額
今期通期

単位：百万円

前期上期 今期上期 増減額
今期通期
（予想）

設 備 投 資 額 ９１２ １，７３４ ８２２ ３，３５３

主 な 投 資 案 件 ・安田物流関連
・茨木営業所設備増強など

減 価 償 却 費 １，１００ １，０８９ ▲１１ ２，２７５

期末借入金残高 ２３，７４９ ２３，５９９ ▲１５０ ２３，８１７
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３． ２０１６年３月期 通期の見通し
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業績予想(通期）

前期 今期 前期比

単位：百万円

通期実績 上期実績 下期予想 通期予想 増減額 増減率

営 業 収 益 ３８ ４４５ １９ ３３６ ２０ ６６４ ４０ ０００ １ ５５５ ４ ０%営 業 収 益 ３８，４４５ １９，３３６ ２０，６６４ ４０，０００ １，５５５ ４．０%

営 業 利 益 ２，２９８ ９６８ １，０３２ ２，０００ ▲２９８ ▲１３．０%

経 常 利 益 ２，５６５ １，１３６ １，１６４ ２，３００ ▲２６５ ▲１０．４%

親会社株主に帰属
する当期純利益

１，６３６ ５７９ ５７１ １，１５０ ▲４８６ ▲２９．７%

通期業績予想は据え置き（平成27年5月8日公表）
・営業収益：保管料、作業料、国際貨物取扱料の増加や関係会社の営業収益拡大

により通期予想達成を見込むにより通期予想達成を見込む
・営業利益：営業収益の増加や販売管理費の削減に努め通期予想達成を見込む
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重点施策

倉庫拠点の拡大倉庫拠点の拡大

メデ カル分野の拡大メディカル分野の拡大

ＩＳＯ１３４８５（医療機器の品質保証）の取得

中国（上海）の倉庫事業拡大

◆横浜駅西口（鶴屋町）の再開発

32



配当政策

＜配当方針＞

安定配当を基本としつつ、利益水準等を勘案して決定

2012年３月期 年間配当14円 （連結配当性向29.9%)

安定配当を基本とし 、利益水準等を勘案して決定

2013年３月期 年間配当14円 （同26.6%)

2014年３月期 年間配当14円 （同27.2%)

2015年３月期 年間配当14円 （同25.7%)

2016年３月期 配当水準維持予定 （同36 9%)2016年３月期 配当水準維持予定 （同36.9%)

年間配当14円予定

（中間配当：7円、期末配当：7円）
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むすび

お客様を支える存在になる為に

「品質」と「生産性」の向上

お客様の潜在ニーズに
先回りして応える営業先回りして応える営業

ソリューション提案型企業

Ｃｓ ＳＴＥＰ ２０１５
サプライチェーンを支える優れたサプライチェーンを支える優れた

物流企業
34



当資料は、投資判断の参考となる情報の提供を唯一の目的としたもので、投資勧誘を
目的として作成したものではありません。目 作成 も あり 。
当資料は、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を
保証するものではなく、リスクと不確実性を内包するものであります。将来の業績は、
経営環境等の変化に伴い、目標や計画に対し変化し得ることにご留意下さい。
投資を行う際には、必ず弊社が作成する有価証券報告書等をご覧いただいた上で、
投資家ご自身の判断で行うようお願いいたします。


